
 
 

                        

               

お
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9
月
29
日
（
木
）
～
30
日

（
金
）
で
開
か
れ
た
、
自 

治
労
北
海
道
本
部
第
52

回

定
期
大
会
へ
、
檜
山
地
方
本

部
8
単
組
・
1
総
支
部
か
ら
、

代
議
員
12
人
、
中
央
委
員
5

人
、
傍
聴
者
7
人
の
計
24
人

が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
定
期
大
会
に
は
、

全
道
各
地
か
ら
641

人
が
参

加
し
、
そ
の
う
ち
女
性
参
加

者
は
74
人
と
、
そ
の
割
合
は

11.5
％
で
し
た
。
「
男
女
が
と

も
に
担
う
自
治
労
運
動
」
の

趣
旨
か
ら
、
毎
回
女
性
組
合

員
の
参
加
を
求
め
て
お
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
実
態
は
伸

び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

ち
な
み
に
檜
山
は
、
24
人
中
、

女
性
組
合
員
は
3
人
と
、
割

合
で
言
う
と
、
12.5
％
で
し
た
。 

 

大
会
で
は
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
川
本
書
記
長
に
代

わ
り
大
出
書
記
長
（
前
企
画

総
務
部
長
）
、
千
葉
財
政
局

長
に
代
わ
り
蒲
地
財
政
局
長

と
な
り
ま
し
た
。
8
月
24
～

26
日
の
本
部
定
期
大
会
（
長

野
大
会
）
に
お
い
て
川
本
書

記
長
は
、
自
治
労
本
部
の
書

記
次
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

            

ま
た
、
上
島
女
性
部
長
に
代

わ
り
中
標
津
町
労
連
、
戸
村

の
ぞ
美
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

大
出
企
画
総
務
部
長
に
代
わ

り
山
木
前
自
治
体
政
策
部
長

が
企
画
総
務
部
長
と
な
り
ま

し
た
。 

 

ほ
か
、
町
村
連
の
関
係
で

は
、
9
月
28
日
開
催
の
町
村

連
総
会
で
、
町
村
連
代
表
幹

事
に
、
森
町
職
労
の
宮
崎
渉

さ
ん
が
決
定
し
ま
し
た
。
７

～
８
年
前
頃
青
年
部
活
動
を

さ
れ
て
い
た
方
に
は
な
じ
み

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

ほ
か
に
も
諸
々
あ
り
ま
し

た
が
、
紙
面
の
関
係
で
省
略

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。 
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退任のあいさつをする川本書記長 



      

「
核
と
人
間
と
は
共
存
で
き

な
い
」
を
合
言
葉
に
、
こ
の
間

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
署

名
は
、
10
月
3
日
現
在
で
檜

山
地
本
全
体
の
集
約
状
況
は
、

3

単
組
1

総
支
部
で
961

筆

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
取
り
組

み
目
標
は
組
合
員
数
の
５
倍

以
上
で
す
の
で
、
9
月
1
日

現
在
で
の
檜
山
地
本
の
組
合

員
数
は
873
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
達
成
率
は
わ
ず
か
22
％

で
す
。
ち
な
み
に
檜
山
を
含
め

た
全
道
の
集
約
状
況
は
5
万

4

千

1

０
１
筆
（
達
成
率

18.8
％
）
で
す
。 

第
二
次
集
約
ま
で
に
さ
ら

に
上
積
み
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
各
単
組
・
総
支
部
に

お
か
れ
ま
し
て
は
最
大
限
の

取
り
組
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

道
本
部
へ
の
報
告
期
限
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。 

○
第
二
次
集
約
：
10
月
21
日 

◎
最

終

集

約
：
12
月
16
日 

 

 

      

10
月
2
日
（
日
）
、
函
館

市
国
際
ホ
テ
ル
で
、
渡
島
・
檜

山
地
本
合
同
に
よ
る
「
自
治
労

道
南
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
渡

島
・
檜
山
各
単
組
か
ら
合
計

52
人
が
参
加
し
、
そ
の
う
ち

檜
山
か
ら
は
4
単
組
・
1
総

支
部
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

逢
坂
衆
議
院
議
員
か
ら
は
、

主
に
地
域
主
権
に
関
連
し
て

の
講
演
が
あ
り
、
道
本
部
山
木

企
画
総
務
部
長
か
ら
も
、
地
域

主
権
関
連
三
法
に
つ
い
て
基

調
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

     

            
 

 
 

             

                         
檜山地方本部 当面のスケジュール 

（１０月４日現在） 

１０月 ８日（土） 第２回食と環境まつり（函館市） 

   １３日（木） 道本部第１回拡大闘争委員会（札幌市） 

          道本部２０１２年度賃金担当者会議（札幌市） 

   １７日（月） 秋季闘争及び全労済オルグ（管内、～１８日） 

２６日（水） 自治労共済第１回事務担当者会議（札幌市） 

２９日（土） 「やめるべ、大間原発！北海道集会」（函館市） 

１１月 ５日（土） 第７回執行委員会（上ノ国町） 

          檜山地方本部第１６回定期大会（上ノ国町） 

～ 

編 

集 

後 

記 

～ 

 

み
な
さ
ん
す
で
に
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
9
月
30
日
人
事
院
勧
告
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
例
年
よ
り
2
カ
月

ほ
ど
遅
く
な
っ
て
の
勧
告
で
す
。
そ
の
勧
告
に
よ

り
ま
す
と
、
月
例
給
で
官
民
格
差
が
899
円
、
率
に

し
て
0.23
％
公
務
員
給
与
が
民
間
を
上
回
る
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ス
勧
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
金
に

つ
い
て
は
、
民
間
の
支
給
割
合
は
、
３
．
９
８
７

月
と
、
公
務
員
の
３
．
９
５
月
を
上
回
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
回
調
査
を
除
い
た
東
北
３
県
の
状

況
が
厳
し
い
と
判
断
し
、
改
定
を
見
送
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
、
現
給
保
障
に
つ
い
て
、
２
０

１
２
年
度
で
差
額
の
２
分
の
一
（
１
万
円
を
上

限
）
を
減
額
し
て
支
給
す
る
が
、
２
０
１
３
年
4

月
1
日
で
全
廃
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
公
務
員
に
と
っ
て
厳

し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の
人
事
院

勧
告
が
政
府
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か

注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
勧
告
が

受
け
入
れ
ら
れ
法
律
と
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま

た
、
人
事
院
勧
告
を
無
視
し
て
、
5
月
23
日
に

公
務
員
連
絡
会
と
総
務
大
臣
と
の
間
で
最
終
決

着
し
た
内
容
を
順
守
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た

ま
っ
た
く
違
う
対
応
と
な
る
の
か
、
そ
の
辺
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
10
月
26
日
に
北

海
道
人
事
委
員
会
勧
告
が
出
さ
れ
る
見
通
し
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

＜秋季闘争スケジュール＞ 

・要 求 書 一 斉 提 出→10 月 27 日 

・回 答 指 定 日→11 月 4 日 

・重 点 交 渉 期 間→11 月 7～17 日 

・組 合 旗 掲 揚→10 月 27 日～ 

・腕章・リストバンド→11 月 15 日～ 

・超 勤 拒 否→11 月 17～18 日 

・出張・諸会議拒否→11 月 18 日 

・道 本 部 統 一 行 動→11 月 18 日 

 

 
講演する逢坂衆議 


